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【発行日】令和3年3月11日(2021.3.11)

【公表番号】特表2020-505465(P2020-505465A)
【公表日】令和2年2月20日(2020.2.20)
【年通号数】公開・登録公報2020-007
【出願番号】特願2019-560493(P2019-560493)
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【手続補正書】
【提出日】令和3年1月25日(2021.1.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　可溶性ＬＩＧＨＴと比較して膜結合ＬＩＧＨＴに対して少なくとも約１０倍高い親和性
を有する、抗ＬＩＧＨＴ抗体又はその抗原結合断片。
【請求項２】
可溶性ＬＩＧＨＴと比較して膜結合ＬＩＧＨＴに対して少なくとも約５０倍高い親和性を
有する、請求項１に記載の抗ＬＩＧＨＴ抗体又はその抗原結合断片。
【請求項３】
　前記抗体又はその抗原結合断片が、
　配列番号３８、６、４６、１４、２２、３０、５４、６２、７０、７８、９４、１０２
、１１８のうちのいずれか１つのアミノ酸配列を含むＶＨＣＤＲ１、
　配列番号３９、７、４７、１５、２３、３１、５５、６３、７１、７９、９５、１０３
、１１９のうちのいずれか１つのアミノ酸配列を含むＶＨＣＤＲ２、および
　配列番号４０、８、４８、１６、２４、３２、５６、６４、７２、８０、９６、１０４
、および１２０のうちのいずれか１つのアミノ酸配列を含むＶＨＣＤＲ３、
ならびに
　配列番号３４、２、４２、１０、１８、２６、５０、５８、６６、７４、９０、９８、
１０６、１１４のうちのいずれか１つのアミノ酸配列を含むＶＬＣＤＲ１、
　配列番号３５、３、４３、１１、１９、２７、５１、５９、６７、７５、９１、９９、
１１５のうちのいずれか１つのアミノ酸配列を含むＶＬＣＤＲ２、および
　配列番号３６、４、４４、１２、２０、２８、５２、６０、６８、７６、９２、１００
、および１１６のうちのいずれか１つのアミノ酸配列を含むＶＬＣＤＲ３
を含む、請求項１又は２に記載の抗ＬＩＧＨＴ抗体又はその抗原結合断片。
【請求項４】
　前記抗体又はその抗原結合断片が、
　配列番号３７、配列番号５、配列番号４５、配列番号１３、配列番号２１、配列番号２
９、配列番号５３、配列番号６１、配列番号６９、配列番号７７、配列番号９３、配列番
号１０１、配列番号１１７からなる群から選択されるアミノ酸配列を含む重鎖可変領域、
および／または
　配列番号３３、配列番号１、配列番号４１、配列番号９、配列番号１７、配列番号２５
、配列番号４９、配列番号５７、配列番号６５、配列番号７３、配列番号８９、配列番号
９７、配列番号１１３からなる群から選択されるアミノ酸配列を含む軽鎖可変領域を含む
、請求項１又は２に記載の抗ＬＩＧＨＴ抗体又はその抗原結合断片。
【請求項５】
　前記抗体又はその抗原結合断片が、
　（ａ）アミノ酸配列ＤＹＥＭＨ（配列番号３８）を含むＶＨＣＤＲ１、アミノ酸配列Ｅ
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ＩＤＰＥＴＧＤＴＡＹＳＱＫＦＱＧ（配列番号３９）を含むＶＨＣＤＲ２、およびアミノ
酸配列ＥＴＤＹＦＦＤＹ（配列番号４０）を含むＶＨＣＤＲ３を含む重鎖可変領域、なら
びに
　アミノ酸配列ＲＡＳＥＮＩＹＧＡＬＮ（配列番号３４）を含むＶＬＣＤＲ１、アミノ酸
配列ＧＡＴＮＬＡＥ（配列番号３５）を含むＶＬＣＤＲ２、およびアミノ酸配列ＱＮＶＬ
ＴＴＰＷＴ（配列番号３６）を含むＶＬＣＤＲ３を含む軽鎖可変領域を含む、抗ＬＩＧＨ
Ｔ抗体又はその抗原結合断片と、
　（ｂ）アミノ酸配列ＤＹＥＭＨ（配列番号６）を含むＶＨＣＤＲ１、アミノ酸配列ＥＩ
ＤＰＥＴＧＤＴＡＹＳＱＫＦＫＧ（配列番号７）を含むＶＨＣＤＲ２、アミノ酸配列ＥＴ
ＤＹＦＦＤＹ（配列番号８）を含むＶＨＣＤＲ３を含む重鎖可変領域、ならびに
　アミノ酸配列ＧＡＳＥＮＩＹＧＡＬＮ（配列番号２）を含むＶＬＣＤＲ１、アミノ酸配
列ＧＡＴＮＬＡＤ（配列番号３）を含むＶＬＣＤＲ２、およびアミノ酸配列ＱＮＶＬＴＴ
ＰＷＴ（配列番号４）を含むＶＬＣＤＲ３を含む軽鎖可変領域を含む、抗ＬＩＧＨＴ抗体
又はその抗原結合断片と、
　（ｃ）アミノ酸配列ＤＳＥＩＨ（配列番号４６）を含むＶＨＣＤＲ１、アミノ酸配列Ｅ
ＩＤＰＥＴＧＧＴＡＹＮＱＫＦＫＧ（配列番号４７）を含むＶＨＣＤＲ２、アミノ酸配列
ＥＴＤＹＦＦＤＹ（配列番号４８）を含むＶＨＣＤＲ３を含む重鎖可変領域、ならびに　
アミノ酸配列ＧＡＳＥＮＩＹＧＡＬＮ（配列番号４２）を含むＶＬＣＤＲ１、アミノ酸配
列ＧＡＴＮＬＡＤ（配列番号４３）を含むＶＬＣＤＲ２、およびアミノ酸配列ＱＮＶＬＳ
ＴＰＷＴ（配列番号４４）を含むＶＬＣＤＲ３を含む軽鎖可変領域を含む、抗ＬＩＧＨＴ
抗体又はその抗原結合断片と、
　（ｄ）アミノ酸配列ＤＳＥＩＨ（配列番号９４）を含むＶＨＣＤＲ１、アミノ酸配列Ｅ
ＩＤＰＥＴＧＧＴＡＹＮＱＫＦＫＧ（配列番号９５）を含むＶＨＣＤＲ２、アミノ酸配列
ＥＴＤＹＦＦＤＹ（配列番号９６）を含むＶＨＣＤＲ３を含む重鎖可変領域、ならびに　
アミノ酸配列ＳＡＳＳＳＶＳＹＭＹ（配列番号９０）を含むＶＬＣＤＲ１、アミノ酸配列
ＤＴＳＮＬＡＳ（配列番号９１）を含むＶＬＣＤＲ２、およびアミノ酸配列ＱＱＷＳＳＹ
ＰＬＴ（配列番号９２）を含むＶＬＣＤＲ３を含む軽鎖可変領域を含む、抗ＬＩＧＨＴ抗
体又はその抗原結合断片と、
　（ｅ）アミノ酸配列ＤＳＥＩＨ（配列番号１０２）を含むＶＨＣＤＲ１、アミノ酸配列
ＥＩＤＰＥＴＧＧＴＡＹＮＱＫＦＫＧ（配列番号１０３）を含むＶＨＣＤＲ２、アミノ酸
配列ＥＴＤＹＦＦＤＹ（配列番号１０４）を含むＶＨＣＤＲ３を含む重鎖可変領域、なら
びに
　アミノ酸配列ＳＡＳＳＳＶＳＹＭＹ（配列番号９８）を含むＶＬＣＤＲ１、アミノ酸配
列ＤＴＳＮＬＡＳ（配列番号９９）を含むＶＬＣＤＲ２、およびアミノ酸配列ＱＱＷＳＳ
ＹＰＬＴ（配列番号１００）を含むＶＬＣＤＲ３を含む軽鎖可変領域を含む、抗ＬＩＧＨ
Ｔ抗体又はその抗原結合断片と、
　（ｆ）アミノ酸配列ＤＹＡＩＨ（配列番号１１８）を含むＶＨＣＤＲ１、アミノ酸配列
ＶＩＳＴＹＹＧＤＡＳＹＮＱＫＦＫＧ（配列番号１１９）を含むＶＨＣＤＲ２、アミノ酸
配列ＳＲＧＥＹＧＮＹＤＡＭＤＹ（配列番号１２０）を含むＶＨＣＤＲ３を含む重鎖可変
領域、ならびに
　アミノ酸配列ＲＡＳＥＳＶＤＳＹＧＮＳＦＭＨ（配列番号１１４）を含むＶＬＣＤＲ１
、アミノ酸配列ＲＡＳＮＬＥＳ（配列番号１１５）を含むＶＬＣＤＲ２、およびアミノ酸
配列ＱＱＳＮＥＤＰＹＴ（配列番号１１６）を含むＶＬＣＤＲ３を含む軽鎖可変領域を含
む、抗ＬＩＧＨＴ抗体又はその抗原結合断片と、
　（ｇ）アミノ酸配列ＤＹＥＭＨ（配列番号１４）を含むＶＨＣＤＲ１、アミノ酸配列Ｅ
ＩＤＰＥＴＧＤＴＡＹＳＱＫＦＫＧ（配列番号１５）を含むＶＨＣＤＲ２、およびアミノ
酸配列ＥＴＤＹＦＦＤＹ（配列番号１６）を含むＶＨＣＤＲ３を含む重鎖可変領域、なら
びに
　アミノ酸配列ＧＡＳＥＮＩＹＧＡＬＮ（配列番号１０）を含むＶＬＣＤＲ１、アミノ酸
配列ＧＡＴＮＬＡＤ（配列番号１１）を含むＶＬＣＤＲ２、およびアミノ酸配列ＱＮＶＬ
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ＴＴＰＷＴ（配列番号１２）を含むＶＬＣＤＲ３を含む軽鎖可変領域を含む、抗ＬＩＧＨ
Ｔ抗体又はその抗原結合断片と、
　（ｈ）アミノ酸配列ＤＹＥＭＨ（配列番号２２）を含むＶＨＣＤＲ１、アミノ酸配列Ｅ
ＩＤＰＥＴＧＤＴＡＹＳＱＫＦＱＧ（配列番号２３）を含むＶＨＣＤＲ２、およびアミノ
酸配列ＥＴＤＹＦＦＤＹ（配列番号２４）を含むＶＨＣＤＲ３を含む重鎖可変領域、なら
びに
　アミノ酸配列ＧＡＳＥＮＩＹＧＡＬＮ（配列番号１０）を含むＶＬＣＤＲ１、アミノ酸
配列ＧＡＴＮＬＡＤ（配列番号１１）を含むＶＬＣＤＲ２、およびアミノ酸配列ＱＮＶＬ
ＴＴＰＷＴ（配列番号１２）を含むＶＬＣＤＲ３を含む軽鎖可変領域を含む、抗ＬＩＧＨ
Ｔ抗体又はその抗原結合断片と、
　（ｉ）アミノ酸配列ＤＹＥＭＨ（配列番号３０）を含むＶＨＣＤＲ１、アミノ酸配列Ｅ
ＩＤＰＥＴＧＤＴＡＹＳＱＫＦＱＧ（配列番号３１）を含むＶＨＣＤＲ２、およびアミノ
酸配列ＥＴＤＹＦＦＤＹ（配列番号３２）を含むＶＨＣＤＲ３を含む重鎖可変領域、なら
びに
　アミノ酸配列ＧＡＳＥＮＩＹＧＡＬＮ（配列番号１０）を含むＶＬＣＤＲ１、アミノ酸
配列ＧＡＴＮＬＡＤ（配列番号１１）を含むＶＬＣＤＲ２、およびアミノ酸配列ＱＮＶＬ
ＴＴＰＷＴ（配列番号１２）を含むＶＬＣＤＲ３を含む軽鎖可変領域を含む、抗ＬＩＧＨ
Ｔ抗体又はその抗原結合断片と、
　（ｊ）アミノ酸配列ＤＹＥＭＨ（配列番号３８）を含むＶＨＣＤＲ１、アミノ酸配列Ｅ
ＩＤＰＥＴＧＤＴＡＹＳＱＫＦＱＧ（配列番号３９）を含むＶＨＣＤＲ２、およびアミノ
酸配列ＥＴＤＹＦＦＤＹ（配列番号４０）を含むＶＨＣＤＲ３を含む重鎖可変領域、なら
びに
　アミノ酸配列ＧＡＳＥＮＩＹＧＡＬＮ（配列番号１０）を含むＶＬＣＤＲ１、アミノ酸
配列ＧＡＴＮＬＡＤ（配列番号１１）を含むＶＬＣＤＲ２、およびアミノ酸配列ＱＮＶＬ
ＴＴＰＷＴ（配列番号１２）を含むＶＬＣＤＲ３を含む軽鎖可変領域を含む、抗ＬＩＧＨ
Ｔ抗体又はその抗原結合断片と、
　（ｋ）アミノ酸配列ＤＹＥＭＨ（配列番号１４）を含むＶＨＣＤＲ１、アミノ酸配列Ｅ
ＩＤＰＥＴＧＤＴＡＹＳＱＫＦＫＧ（配列番号１５）を含むＶＨＣＤＲ２、およびアミノ
酸配列ＥＴＤＹＦＦＤＹ（配列番号１６）を含むＶＨＣＤＲ３を含む重鎖可変領域、なら
びに
　アミノ酸配列ＧＡＳＥＮＩＹＧＡＬＮ（配列番号１８）を含むＶＬＣＤＲ１、アミノ酸
配列ＧＡＴＮＬＡＤ（配列番号１９）を含むＶＬＣＤＲ２、およびアミノ酸配列ＱＮＶＬ
ＴＴＰＷＴ（配列番号２０）を含むＶＬＣＤＲ３を含む軽鎖可変領域を含む、抗ＬＩＧＨ
Ｔ抗体又はその抗原結合断片と、
　（ｌ）アミノ酸配列ＤＹＥＭＨ（配列番号２２）を含むＶＨＣＤＲ１、アミノ酸配列Ｅ
ＩＤＰＥＴＧＤＴＡＹＳＱＫＦＱＧ（配列番号２３）を含むＶＨＣＤＲ２、およびアミノ
酸配列ＥＴＤＹＦＦＤＹ（配列番号２４）を含むＶＨＣＤＲ３を含む重鎖可変領域、なら
びに
　アミノ酸配列ＧＡＳＥＮＩＹＧＡＬＮ（配列番号１８）を含むＶＬＣＤＲ１、アミノ酸
配列ＧＡＴＮＬＡＤ（配列番号１９）を含むＶＬＣＤＲ２、およびアミノ酸配列ＱＮＶＬ
ＴＴＰＷＴ（配列番号２０）を含むＶＬＣＤＲ３を含む軽鎖可変領域を含む、抗ＬＩＧＨ
Ｔ抗体又はその抗原結合断片と、
　（ｍ）アミノ酸配列ＤＹＥＭＨ（配列番号３０）を含むＶＨＣＤＲ１、アミノ酸配列Ｅ
ＩＤＰＥＴＧＤＴＡＹＳＱＫＦＱＧ（配列番号３１）を含むＶＨＣＤＲ２、およびアミノ
酸配列ＥＴＤＹＦＦＤＹ（配列番号３２）を含むＶＨＣＤＲ３を含む重鎖可変領域、なら
びに
　アミノ酸配列ＧＡＳＥＮＩＹＧＡＬＮ（配列番号１８）を含むＶＬＣＤＲ１、アミノ酸
配列ＧＡＴＮＬＡＤ（配列番号１９）を含むＶＬＣＤＲ２、およびアミノ酸配列ＱＮＶＬ
ＴＴＰＷＴ（配列番号２０）を含むＶＬＣＤＲ３を含む軽鎖可変領域を含む、抗ＬＩＧＨ
Ｔ抗体又はその抗原結合断片と、
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　（ｎ）アミノ酸配列ＤＹＥＭＨ（配列番号３８）を含むＶＨＣＤＲ１、アミノ酸配列Ｅ
ＩＤＰＥＴＧＤＴＡＹＳＱＫＦＱＧ（配列番号３９）を含むＶＨＣＤＲ２、およびアミノ
酸配列ＥＴＤＹＦＦＤＹ（配列番号４０）を含むＶＨＣＤＲ３を含む重鎖可変領域、なら
びに
　アミノ酸配列ＧＡＳＥＮＩＹＧＡＬＮ（配列番号１８）を含むＶＬＣＤＲ１、アミノ酸
配列ＧＡＴＮＬＡＤ（配列番号１９）を含むＶＬＣＤＲ２、およびアミノ酸配列ＱＮＶＬ
ＴＴＰＷＴ（配列番号２０）を含むＶＬＣＤＲ３を含む軽鎖可変領域を含む、抗ＬＩＧＨ
Ｔ抗体又はその抗原結合断片と、
　（ｏ）アミノ酸配列ＤＹＥＭＨ（配列番号１４）を含むＶＨＣＤＲ１、アミノ酸配列Ｅ
ＩＤＰＥＴＧＤＴＡＹＳＱＫＦＫＧ（配列番号１５）を含むＶＨＣＤＲ２、およびアミノ
酸配列ＥＴＤＹＦＦＤＹ（配列番号１６）を含むＶＨＣＤＲ３を含む重鎖可変領域、なら
びに
　アミノ酸配列ＧＡＳＥＮＩＹＧＡＬＮ（配列番号２６）を含むＶＬＣＤＲ１、アミノ酸
配列ＧＡＴＮＬＡＤ（配列番号２７）を含むＶＬＣＤＲ２、およびアミノ酸配列ＱＮＶＬ
ＴＴＰＷＴ（配列番号２８）を含むＶＬＣＤＲ３を含む軽鎖可変領域を含む、抗ＬＩＧＨ
Ｔ抗体又はその抗原結合断片と、
　（ｐ）アミノ酸配列ＤＹＥＭＨ（配列番号２２）を含むＶＨＣＤＲ１、アミノ酸配列Ｅ
ＩＤＰＥＴＧＤＴＡＹＳＱＫＦＱＧ（配列番号２３）を含むＶＨＣＤＲ２、およびアミノ
酸配列ＥＴＤＹＦＦＤＹ（配列番号２４）を含むＶＨＣＤＲ３を含む重鎖可変領域、なら
びに
　アミノ酸配列ＧＡＳＥＮＩＹＧＡＬＮ（配列番号２６）を含むＶＬＣＤＲ１、アミノ酸
配列ＧＡＴＮＬＡＤ（配列番号２７）を含むＶＬＣＤＲ２、およびアミノ酸配列ＱＮＶＬ
ＴＴＰＷＴ（配列番号２８）を含むＶＬＣＤＲ３を含む軽鎖可変領域を含む、抗ＬＩＧＨ
Ｔ抗体又はその抗原結合断片と、
　（ｑ）アミノ酸配列ＤＹＥＭＨ（配列番号３０）を含むＶＨＣＤＲ１、アミノ酸配列Ｅ
ＩＤＰＥＴＧＤＴＡＹＳＱＫＦＱＧ（配列番号３１）を含むＶＨＣＤＲ２、およびアミノ
酸配列ＥＴＤＹＦＦＤＹ（配列番号３２）を含むＶＨＣＤＲ３を含む重鎖可変領域、なら
びに
　アミノ酸配列ＧＡＳＥＮＩＹＧＡＬＮ（配列番号２６）を含むＶＬＣＤＲ１、アミノ酸
配列ＧＡＴＮＬＡＤ（配列番号２７）を含むＶＬＣＤＲ２、およびアミノ酸配列ＱＮＶＬ
ＴＴＰＷＴ（配列番号２８）を含むＶＬＣＤＲ３を含む軽鎖可変領域を含む、抗ＬＩＧＨ
Ｔ抗体又はその抗原結合断片と、
　（ｒ）アミノ酸配列ＤＹＥＭＨ（配列番号３８）を含むＶＨＣＤＲ１、アミノ酸配列Ｅ
ＩＤＰＥＴＧＤＴＡＹＳＱＫＦＱＧ（配列番号３９）を含むＶＨＣＤＲ２、およびアミノ
酸配列ＥＴＤＹＦＦＤＹ（配列番号４０）を含むＶＨＣＤＲ３を含む重鎖可変領域、なら
びに
　アミノ酸配列ＧＡＳＥＮＩＹＧＡＬＮ（配列番号２６）を含むＶＬＣＤＲ１、アミノ酸
配列ＧＡＴＮＬＡＤ（配列番号２７）を含むＶＬＣＤＲ２、およびアミノ酸配列ＱＮＶＬ
ＴＴＰＷＴ（配列番号２８）を含むＶＬＣＤＲ３を含む軽鎖可変領域を含む、抗ＬＩＧＨ
Ｔ抗体又はその抗原結合断片と、
　（ｓ）アミノ酸配列ＤＹＥＭＨ（配列番号１４）を含むＶＨＣＤＲ１、アミノ酸配列Ｅ
ＩＤＰＥＴＧＤＴＡＹＳＱＫＦＫＧ（配列番号１５）を含むＶＨＣＤＲ２、およびアミノ
酸配列ＥＴＤＹＦＦＤＹ（配列番号１６）を含むＶＨＣＤＲ３を含む重鎖可変領域、なら
びに
　アミノ酸配列ＲＡＳＥＮＩＹＧＡＬＮ（配列番号３４）を含むＶＬＣＤＲ１、アミノ酸
配列ＧＡＴＮＬＡＥ（配列番号３５）を含むＶＬＣＤＲ２、およびアミノ酸配列ＱＮＶＬ
ＴＴＰＷＴ（配列番号３６）を含むＶＬＣＤＲ３を含む軽鎖可変領域を含む、抗ＬＩＧＨ
Ｔ抗体又はその抗原結合断片と、
　（ｔ）アミノ酸配列ＤＹＥＭＨ（配列番号２２）を含むＶＨＣＤＲ１、アミノ酸配列Ｅ
ＩＤＰＥＴＧＤＴＡＹＳＱＫＦＱＧ（配列番号２３）を含むＶＨＣＤＲ２、およびアミノ
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酸配列ＥＴＤＹＦＦＤＹ（配列番号２４）を含むＶＨＣＤＲ３を含む重鎖可変領域、なら
びに
　アミノ酸配列ＲＡＳＥＮＩＹＧＡＬＮ（配列番号３４）を含むＶＬＣＤＲ１、アミノ酸
配列ＧＡＴＮＬＡＥ（配列番号３５）を含むＶＬＣＤＲ２、およびアミノ酸配列ＱＮＶＬ
ＴＴＰＷＴ（配列番号３６）を含むＶＬＣＤＲ３を含む軽鎖可変領域を含む、抗ＬＩＧＨ
Ｔ抗体又はその抗原結合断片と、
　（ｕ）アミノ酸配列ＤＹＥＭＨ（配列番号３０）を含むＶＨＣＤＲ１、アミノ酸配列Ｅ
ＩＤＰＥＴＧＤＴＡＹＳＱＫＦＱＧ（配列番号３１）を含むＶＨＣＤＲ２、およびアミノ
酸配列ＥＴＤＹＦＦＤＹ（配列番号３２）を含むＶＨＣＤＲ３を含む重鎖可変領域、なら
びに
　アミノ酸配列ＲＡＳＥＮＩＹＧＡＬＮ（配列番号３４）を含むＶＬＣＤＲ１、アミノ酸
配列ＧＡＴＮＬＡＥ（配列番号３５）を含むＶＬＣＤＲ２、およびアミノ酸配列ＱＮＶＬ
ＴＴＰＷＴ（配列番号３６）を含むＶＬＣＤＲ３を含む軽鎖可変領域を含む、抗ＬＩＧＨ
Ｔ抗体又はその抗原結合断片と、
　（ｖ）アミノ酸配列ＤＳＥＩＨ（配列番号５４）を含むＶＨＣＤＲ１、アミノ酸配列Ｅ
ＩＤＰＥＴＧＧＴＡＹＮＱＫＦＫＧ（配列番号５５）を含むＶＨＣＤＲ２、およびアミノ
酸配列ＥＴＤＹＦＦＤＹ（配列番号５６）を含むＶＨＣＤＲ３を含む重鎖可変領域、なら
びに
　ＧＡＳＥＮＩＹＧＡＬＮ（配列番号５０）、アミノ酸配列ＧＡＴＮＬＡＤ（配列番号５
１）を含むＶＬＣＤＲ２、およびアミノ酸配列ＱＮＶＬＳＴＰＷＴ（配列番号５２）を含
むＶＬＣＤＲ３を含む、抗ＬＩＧＨＴ抗体又はその抗原結合断片と、
　（ｗ）アミノ酸配列ＤＳＥＩＨ（配列番号６２）を含むＶＨＣＤＲ１、アミノ酸配列Ｅ
ＩＤＰＥＴＧＧＴＡＹＮＱＫＦＱＧ（配列番号６３）を含むＶＨＣＤＲ２、およびアミノ
酸配列ＥＴＤＹＦＦＤＹ（配列番号６４）を含むＶＨＣＤＲ３を含む重鎖可変領域、なら
びに
　ＧＡＳＥＮＩＹＧＡＬＮ（配列番号５０）、アミノ酸配列ＧＡＴＮＬＡＤ（配列番号５
１）を含むＶＬＣＤＲ２、およびアミノ酸配列ＱＮＶＬＳＴＰＷＴ（配列番号５２）を含
むＶＬＣＤＲ３、
　またはそれらと少なくとも９０％、少なくとも９５％、少なくとも９８％、もしくは少
なくとも９９％同一であるＶＨＣＤＲおよびＶＬＣＤＲ配列を含む、抗ＬＩＧＨＴ抗体又
はその抗原結合断片と、
　（ｘ）アミノ酸配列ＤＳＥＩＨ（配列番号７０）を含むＶＨＣＤＲ１、アミノ酸配列Ｅ
ＩＤＰＥＴＧＧＴＡＹＡＱＫＦＱＧ（配列番号７１）を含むＶＨＣＤＲ２、およびアミノ
酸配列ＥＴＤＹＦＦＤＹ（配列番号７２）を含むＶＨＣＤＲ３を含む重鎖可変領域、なら
びに
　アミノ酸配列ＧＡＳＥＮＩＹＧＡＬＮ（配列番号５０）を含むＶＬＣＤＲ１、アミノ酸
配列ＧＡＴＮＬＡＤ（配列番号５１）を含むＶＬＣＤＲ２、およびアミノ酸配列ＱＮＶＬ
ＳＴＰＷＴ（配列番号５２）を含むＶＬＣＤＲ３を含む軽鎖可変領域を含む、抗ＬＩＧＨ
Ｔ抗体又はその抗原結合断片と、
　（ｙ）アミノ酸配列ＤＳＥＭＨ（配列番号７８）を含むＶＨＣＤＲ１、アミノ酸配列Ｅ
ＩＤＰＥＴＧＧＴＡＹＡＱＫＦＱＧ（配列番号７９）を含むＶＨＣＤＲ２、およびアミノ
酸配列ＥＴＤＹＦＦＤＹ（配列番号８０）を含むＶＨＣＤＲ３を含む重鎖可変領域、なら
びに
　アミノ酸配列ＧＡＳＥＮＩＹＧＡＬＮ（配列番号５０）を含むＶＬＣＤＲ１、アミノ酸
配列ＧＡＴＮＬＡＤ（配列番号５１）を含むＶＬＣＤＲ２、およびアミノ酸配列ＱＮＶＬ
ＳＴＰＷＴ（配列番号５２）を含むＶＬＣＤＲ３を含む軽鎖可変領域を含む、抗ＬＩＧＨ
Ｔ抗体又はその抗原結合断片と、
　（ｚ）アミノ酸配列ＤＳＥＩＨ（配列番号５４）を含むＶＨＣＤＲ１、アミノ酸配列Ｅ
ＩＤＰＥＴＧＧＴＡＹＮＱＫＦＫＧ（配列番号５５）を含むＶＨＣＤＲ２、およびアミノ
酸配列ＥＴＤＹＦＦＤＹ（配列番号５６）を含むＶＨＣＤＲ３を含む重鎖可変領域、なら
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びに
　アミノ酸配列ＧＡＳＥＮＩＹＧＡＬＮ（配列番号５８）を含むＶＬＣＤＲ１、アミノ酸
配列ＧＡＴＮＬＡＤ（配列番号５９）を含むＶＬＣＤＲ２、およびアミノ酸配列ＱＮＶＬ
ＳＴＰＷＴ（配列番号６０）を含むＶＬＣＤＲ３を含む軽鎖可変領域を含む、抗ＬＩＧＨ
Ｔ抗体又はその抗原結合断片と、
　（Ｉ）アミノ酸配列ＤＳＥＩＨ（配列番号６２）を含むＶＨＣＤＲ１、アミノ酸配列Ｅ
ＩＤＰＥＴＧＧＴＡＹＮＱＫＦＱＧ（配列番号６３）を含むＶＨＣＤＲ２、およびアミノ
酸配列ＥＴＤＹＦＦＤＹ（配列番号６４）を含むＶＨＣＤＲ３を含む重鎖可変領域、なら
びに
　アミノ酸配列ＧＡＳＥＮＩＹＧＡＬＮ（配列番号５８）を含むＶＬＣＤＲ１、アミノ酸
配列ＧＡＴＮＬＡＤ（配列番号５９）を含むＶＬＣＤＲ２、およびアミノ酸配列ＱＮＶＬ
ＳＴＰＷＴ（配列番号６０）を含むＶＬＣＤＲ３を含む軽鎖可変領域を含む、抗ＬＩＧＨ
Ｔ抗体又はその抗原結合断片と、
　（ＩＩ）アミノ酸配列ＤＳＥＩＨ（配列番号７０）を含むＶＨＣＤＲ１、アミノ酸配列
ＥＩＤＰＥＴＧＧＴＡＹＡＱＫＦＱＧ（配列番号７１）を含むＶＨＣＤＲ２、およびアミ
ノ酸配列ＥＴＤＹＦＦＤＹ（配列番号７２）を含むＶＨＣＤＲ３を含む重鎖可変領域、な
らびに
　アミノ酸配列ＧＡＳＥＮＩＹＧＡＬＮ（配列番号５８）を含むＶＬＣＤＲ１、アミノ酸
配列ＧＡＴＮＬＡＤ（配列番号５９）を含むＶＬＣＤＲ２、およびアミノ酸配列ＱＮＶＬ
ＳＴＰＷＴ（配列番号６０）を含むＶＬＣＤＲ３を含む軽鎖可変領域を含む、抗ＬＩＧＨ
Ｔ抗体又はその抗原結合断片と、
　（ＩＩＩ）アミノ酸配列ＤＳＥＭＨ（配列番号７８）を含むＶＨＣＤＲ１、アミノ酸配
列ＥＩＤＰＥＴＧＧＴＡＹＡＱＫＦＱＧ（配列番号７９）を含むＶＨＣＤＲ２、およびア
ミノ酸配列ＥＴＤＹＦＦＤＹ（配列番号８０）を含むＶＨＣＤＲ３を含む重鎖可変領域、
ならびに
　アミノ酸配列ＧＡＳＥＮＩＹＧＡＬＮ（配列番号５８）を含むＶＬＣＤＲ１、アミノ酸
配列ＧＡＴＮＬＡＤ（配列番号５９）を含むＶＬＣＤＲ２、およびアミノ酸配列ＱＮＶＬ
ＳＴＰＷＴ（配列番号６０）を含むＶＬＣＤＲ３を含む軽鎖可変領域を含む、抗ＬＩＧＨ
Ｔ抗体又はその抗原結合断片と、
　（ＩＶ）アミノ酸配列ＤＳＥＩＨ（配列番号５４）を含むＶＨＣＤＲ１、アミノ酸配列
ＥＩＤＰＥＴＧＧＴＡＹＮＱＫＦＫＧ（配列番号５５）を含むＶＨＣＤＲ２、およびＶＨ
ＣＤＲ３を含む重鎖可変領域、ならびに
　アミノ酸配列ＧＡＳＥＮＩＹＧＡＬＮ（配列番号６６）を含むＶＬＣＤＲ１、アミノ酸
配列ＧＡＴＮＬＡＤ（配列番号６７）を含むＶＬＣＤＲ２、およびアミノ酸配列ＱＮＶＬ
ＳＴＰＷＴ（配列番号６８）を含むＶＬＣＤＲ３を含む軽鎖可変領域を含む、抗ＬＩＧＨ
Ｔ抗体又はその抗原結合断片と、
　（Ｖ）アミノ酸配列ＤＳＥＩＨ（配列番号６２）を含むＶＨＣＤＲ１、アミノ酸配列Ｅ
ＩＤＰＥＴＧＧＴＡＹＮＱＫＦＱＧ（配列番号６３）を含むＶＨＣＤＲ２、およびアミノ
酸配列ＥＴＤＹＦＦＤＹ（配列番号６４）を含むＶＨＣＤＲ３を含む重鎖可変領域、なら
びに
　アミノ酸配列ＧＡＳＥＮＩＹＧＡＬＮ（配列番号６６）を含むＶＬＣＤＲ１、アミノ酸
配列ＧＡＴＮＬＡＤ（配列番号６７）を含むＶＬＣＤＲ２、およびアミノ酸配列ＱＮＶＬ
ＳＴＰＷＴ（配列番号６８）を含むＶＬＣＤＲ３を含む軽鎖可変領域を含む、抗ＬＩＧＨ
Ｔ抗体又はその抗原結合断片と、
　（ＶＩ）アミノ酸配列ＤＳＥＩＨ（配列番号７０）を含むＶＨＣＤＲ１、アミノ酸配列
ＥＩＤＰＥＴＧＧＴＡＹＡＱＫＦＱＧ（配列番号７１）を含むＶＨＣＤＲ２、およびアミ
ノ酸配列ＥＴＤＹＦＦＤＹ（配列番号７２）を含むＶＨＣＤＲ３を含む重鎖可変領域、な
らびに
　アミノ酸配列ＧＡＳＥＮＩＹＧＡＬＮ（配列番号６６）を含むＶＬＣＤＲ１、アミノ酸
配列ＧＡＴＮＬＡＤ（配列番号６７）を含むＶＬＣＤＲ２、およびアミノ酸配列ＱＮＶＬ
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ＳＴＰＷＴ（配列番号６８）を含むＶＬＣＤＲ３を含む軽鎖可変領域を含む、抗ＬＩＧＨ
Ｔ抗体又はその抗原結合断片と、
　（ＶＩＩ）アミノ酸配列ＤＳＥＭＨ（配列番号７８）を含むＶＨＣＤＲ１、アミノ酸配
列ＥＩＤＰＥＴＧＧＴＡＹＡＱＫＦＱＧ（配列番号７９）を含むＶＨＣＤＲ２、およびア
ミノ酸配列ＥＴＤＹＦＦＤＹ（配列番号８０）を含むＶＨＣＤＲ３を含む重鎖可変領域、
ならびに
　アミノ酸配列ＧＡＳＥＮＩＹＧＡＬＮ（配列番号６６）を含むＶＬＣＤＲ１、アミノ酸
配列ＧＡＴＮＬＡＤ（配列番号６７）を含むＶＬＣＤＲ２、およびアミノ酸配列ＱＮＶＬ
ＳＴＰＷＴ（配列番号６８）を含むＶＬＣＤＲ３を含む軽鎖可変領域を含む、抗ＬＩＧＨ
Ｔ抗体又はその抗原結合断片と、
　（ＶＩＩＩ）アミノ酸配列ＤＳＥＩＨ（配列番号５４）を含むＶＨＣＤＲ１、アミノ酸
配列ＥＩＤＰＥＴＧＧＴＡＹＮＱＫＦＫＧ（配列番号５５）を含むＶＨＣＤＲ２、および
ＶＨＣＤＲ３を含む重鎖可変領域、ならびに
　アミノ酸配列ＲＡＳＥＮＩＹＧＡＬＮ（配列番号７４）を含むＶＬＣＤＲ１、アミノ酸
配列ＧＡＴＮＬＡＥ（配列番号７５）を含むＶＬＣＤＲ２、およびアミノ酸配列ＱＮＶＬ
ＳＴＰＷＴ（配列番号７６）を含むＶＬＣＤＲ３を含む軽鎖可変領域を含む、抗ＬＩＧＨ
Ｔ抗体又はその抗原結合断片と、
　（ＩＸ）アミノ酸配列ＤＳＥＩＨ（配列番号６２）を含むＶＨＣＤＲ１、アミノ酸配列
ＥＩＤＰＥＴＧＧＴＡＹＮＱＫＦＱＧ（配列番号６３）を含むＶＨＣＤＲ２、およびアミ
ノ酸配列ＥＴＤＹＦＦＤＹ（配列番号６４）を含むＶＨＣＤＲ３を含む重鎖可変領域、な
らびに
　アミノ酸配列ＲＡＳＥＮＩＹＧＡＬＮ（配列番号７４）を含むＶＬＣＤＲ１、アミノ酸
配列ＧＡＴＮＬＡＥ（配列番号７５）を含むＶＬＣＤＲ２、およびアミノ酸配列ＱＮＶＬ
ＳＴＰＷＴ（配列番号７６）を含むＶＬＣＤＲ３を含む軽鎖可変領域を含む、抗ＬＩＧＨ
Ｔ抗体又はその抗原結合断片と、
　（Ｘ）アミノ酸配列ＤＳＥＩＨ（配列番号７０）を含むＶＨＣＤＲ１、アミノ酸配列Ｅ
ＩＤＰＥＴＧＧＴＡＹＡＱＫＦＱＧ（配列番号７１）を含むＶＨＣＤＲ２、およびアミノ
酸配列ＥＴＤＹＦＦＤＹ（配列番号７２）を含むＶＨＣＤＲ３を含む重鎖可変領域、なら
びに
　アミノ酸配列ＲＡＳＥＮＩＹＧＡＬＮ（配列番号７４）を含むＶＬＣＤＲ１、アミノ酸
配列ＧＡＴＮＬＡＥ（配列番号７５）を含むＶＬＣＤＲ２、およびアミノ酸配列ＱＮＶＬ
ＳＴＰＷＴ（配列番号７６）を含むＶＬＣＤＲ３を含む軽鎖可変領域を含む、抗ＬＩＧＨ
Ｔ抗体又はその抗原結合断片と、
　（ＸＩ）アミノ酸配列ＤＳＥＭＨ（配列番号７８）を含むＶＨＣＤＲ１、アミノ酸配列
ＥＩＤＰＥＴＧＧＴＡＹＡＱＫＦＱＧ（配列番号７９）を含むＶＨＣＤＲ２、およびアミ
ノ酸配列ＥＴＤＹＦＦＤＹ（配列番号８０）を含むＶＨＣＤＲ３を含む重鎖可変領域、な
らびに
　アミノ酸配列ＲＡＳＥＮＩＹＧＡＬＮ（配列番号７４）を含むＶＬＣＤＲ１、アミノ酸
配列ＧＡＴＮＬＡＥ（配列番号７５）を含むＶＬＣＤＲ２、およびアミノ酸配列ＱＮＶＬ
ＳＴＰＷＴ（配列番号７６）を含むＶＬＣＤＲ３を含む軽鎖可変領域を含む、抗ＬＩＧＨ
Ｔ抗体又はその抗原結合断片と、
からなる群から選択される、請求項１又は２に記載の抗ＬＩＧＨＴ抗体又はその抗原結合
断片。
【請求項６】
　前記抗体又はその抗原結合断片が、
（ａ）配列番号３７のアミノ酸配列を含む重鎖可変領域および配列番号３３のアミノ酸配
列を含む軽鎖可変領域を含む抗ＬＩＧＨＴ抗体、
（ｂ）配列番号５のアミノ酸配列を含む重鎖可変領域および配列番号１のアミノ酸配列を
含む軽鎖可変領域を含む抗ＬＩＧＨＴ抗体、
（ｃ）配列番号４５のアミノ酸配列を含む重鎖可変領域および配列番号４１のアミノ酸配
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列を含む軽鎖可変領域を含む抗ＬＩＧＨＴ抗体、
（ｄ）配列番号１０１のアミノ酸配列を含む重鎖可変領域および配列番号９７のアミノ酸
配列を含む軽鎖可変領域を含む抗ＬＩＧＨＴ抗体、
（ｅ）配列番号９３のアミノ酸配列を含む重鎖可変領域および配列番号８９のアミノ酸配
列を含む軽鎖可変領域を含む抗ＬＩＧＨＴ抗体、
（ｆ）配列番号１１７のアミノ酸配列を含む重鎖可変領域および配列番号１１３のアミノ
酸配列を含む軽鎖可変領域を含む抗ＬＩＧＨＴ抗体、
（ｇ）配列番号１３のアミノ酸配列を含む重鎖可変領域および配列番号９のアミノ酸配列
を含む軽鎖可変領域を含む抗ＬＩＧＨＴ抗体、
（ｈ）配列番号２１のアミノ酸配列を含む重鎖可変領域および配列番号９のアミノ酸配列
を含む軽鎖可変領域を含む抗ＬＩＧＨＴ抗体、
（ｉ）配列番号２９のアミノ酸配列を含む重鎖可変領域および配列番号９のアミノ酸配列
を含む軽鎖可変領域を含む抗ＬＩＧＨＴ抗体、
（ｊ）配列番号３７のアミノ酸配列を含む重鎖可変領域および配列番号９のアミノ酸配列
を含む軽鎖可変領域を含む抗ＬＩＧＨＴ抗体、
（ｋ）配列番号１３のアミノ酸配列を含む重鎖可変領域および配列番号１７のアミノ酸配
列を含む軽鎖可変領域を含む抗ＬＩＧＨＴ抗体、
（ｌ）配列番号２１のアミノ酸配列を含む重鎖可変領域および配列番号１７のアミノ酸配
列を含む軽鎖可変領域を含む抗ＬＩＧＨＴ抗体、
（ｍ）配列番号２９のアミノ酸配列を含む重鎖可変領域および配列番号１７のアミノ酸配
列を含む軽鎖可変領域を含む抗ＬＩＧＨＴ抗体、
（ｎ）配列番号３７のアミノ酸配列を含む重鎖可変領域および配列番号１７のアミノ酸配
列を含む軽鎖可変領域を含む抗ＬＩＧＨＴ抗体、
（ｏ）配列番号１３のアミノ酸配列を含む重鎖可変領域および配列番号２５のアミノ酸配
列を含む軽鎖可変領域を含む抗ＬＩＧＨＴ抗体、
（ｐ）配列番号２１のアミノ酸配列を含む重鎖可変領域および配列番号２５のアミノ酸配
列を含む軽鎖可変領域を含む抗ＬＩＧＨＴ抗体、
（ｑ）配列番号２９のアミノ酸配列を含む重鎖可変領域および配列番号２５のアミノ酸配
列を含む軽鎖可変領域を含む抗ＬＩＧＨＴ抗体、
（ｒ）配列番号３７のアミノ酸配列を含む重鎖可変領域および配列番号２５のアミノ酸配
列を含む軽鎖可変領域を含む抗ＬＩＧＨＴ抗体、
（ｓ）配列番号１３のアミノ酸配列を含む重鎖可変領域および配列番号３３のアミノ酸配
列を含む軽鎖可変領域を含む抗ＬＩＧＨＴ抗体、
（ｔ）配列番号２１のアミノ酸配列を含む重鎖可変領域および配列番号３３のアミノ酸配
列を含む軽鎖可変領域を含む抗ＬＩＧＨＴ抗体、
（ｕ）配列番号２９のアミノ酸配列を含む重鎖可変領域および配列番号３３のアミノ酸配
列を含む軽鎖可変領域を含む抗ＬＩＧＨＴ抗体、
（ｖ）配列番号５３のアミノ酸配列を含む重鎖可変領域および配列番号４９のアミノ酸配
列を含む軽鎖可変領域を含む抗ＬＩＧＨＴ抗体、
（ｗ）配列番号６１のアミノ酸配列を含む重鎖可変領域および配列番号４９のアミノ酸配
列を含む軽鎖可変領域を含む抗ＬＩＧＨＴ抗体、
（ｘ）配列番号６９のアミノ酸配列を含む重鎖可変領域および配列番号４９のアミノ酸配
列を含む軽鎖可変領域を含む抗ＬＩＧＨＴ抗体、
（ｙ）配列番号７７アミノ酸配列を含む重鎖可変領域および配列番号４９のアミノ酸配列
を含む軽鎖可変領域を含む抗ＬＩＧＨＴ抗体、
（ｚ）配列番号５３のアミノ酸配列を含む重鎖可変領域および配列番号５７のアミノ酸配
列を含む軽鎖可変領域を含む抗ＬＩＧＨＴ抗体、
（Ｉ）配列番号６１のアミノ酸配列を含む重鎖可変領域および配列番号５７のアミノ酸配
列を含む軽鎖可変領域を含む抗ＬＩＧＨＴ抗体、
（ＩＩ）配列番号６９のアミノ酸配列を含む重鎖可変領域および配列番号５７のアミノ酸
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配列を含む軽鎖可変領域を含む抗ＬＩＧＨＴ抗体、
（ＩＩＩ）配列番号７７のアミノ酸配列を含む重鎖可変領域および配列番号５７のアミノ
酸配列を含む軽鎖可変領域を含む抗ＬＩＧＨＴ抗体、
（ＩＶ）配列番号５３のアミノ酸配列を含む重鎖可変領域および配列番号６５のアミノ酸
配列を含む軽鎖可変領域を含む抗ＬＩＧＨＴ抗体、
（Ｖ）配列番号６１のアミノ酸配列を含む重鎖可変領域および配列番号６５のアミノ酸配
列を含む軽鎖可変領域を含む抗ＬＩＧＨＴ抗体、
（ＶＩ）配列番号６９のアミノ酸配列を含む重鎖可変領域および配列番号６５のアミノ酸
配列を含む軽鎖可変領域を含む抗ＬＩＧＨＴ抗体、
（ＶＩＩ）配列番号７７のアミノ酸配列を含む重鎖可変領域および配列番号６５のアミノ
酸配列を含む軽鎖可変領域を含む抗ＬＩＧＨＴ抗体、
（ＶＩＩＩ）配列番号５３のアミノ酸配列を含む重鎖可変領域および配列番号７３のアミ
ノ酸配列を含む軽鎖可変領域を含む抗ＬＩＧＨＴ抗体、
（ＩＸ）配列番号６１のアミノ酸配列を含む重鎖可変領域および配列番号７３のアミノ酸
配列を含む軽鎖可変領域を含む抗ＬＩＧＨＴ抗体、
（Ｘ）配列番号６９のアミノ酸配列を含む重鎖可変領域および配列番号７３のアミノ酸配
列を含む軽鎖可変領域を含む抗ＬＩＧＨＴ抗体、および
（ＸＩ）配列番号７７のアミノ酸配列を含む重鎖可変領域および配列番号７３のアミノ酸
配列を含む軽鎖可変領域を含む抗ＬＩＧＨＴ抗体、
からなる群から選択される抗体である、請求項１～５のいずれか一項に記載の抗ＬＩＧＨ
Ｔ抗体又はその抗原結合断片。
【請求項７】
　前記抗体が、６つ全てのＣＤＲ領域にわたる１～１０、１～５、または１～２個の保存
的アミノ酸置換を含む、請求項６に記載の抗ＬＩＧＨＴ抗体又はその抗原結合断片。
【請求項８】
　前記抗ＬＩＧＨＴ抗体又はその抗原結合断片が、アミノ酸配列ＧＲＡＴＳＳＳＲＶＷ（
配列番号１２４）を含むヒトＬＩＧＨＴのエピトープに結合する、請求項１～７のいずれ
か一項に記載の抗ＬＩＧＨＴ抗体又はその抗原結合断片。
【請求項９】
　前記抗ＬＩＧＨＴ抗体又はその抗原結合断片が、ヒトＬＩＧＨＴのトリマーに１：１の
比で結合する、請求項１～８のいずれか一項に記載の抗ＬＩＧＨＴ抗体又はその抗原結合
断片。
【請求項１０】
　アミノ酸配列ＧＲＡＴＳＳＳＲＶＷ（配列番号１２４）のヒトＬＩＧＨＴのエピトープ
に特異的に結合する、抗ＬＩＧＨＴ抗体又はその抗原結合断片。
【請求項１１】
　前記抗体又はその抗原結合断片が、抗体またはその断片もしくは誘導体である、請求項
１～１０のいずれか一項に記載の抗ＬＩＧＨＴ抗体又はその抗原結合断片。
【請求項１２】
　前記抗体断片または誘導体が、Ｆａｂ、Ｆ（ａｂ’）２、Ｆｖ、ｓｃＦｖ、ｄＡｂ、Ｆ
ｄ、またはダイアボディである、請求項１１に記載の抗ＬＩＧＨＴ抗体又はその抗原結合
断片。
【請求項１３】
　前記抗ＬＩＧＨＴ抗体又はその抗原結合断片が、モノクローナル抗体である、請求項１
～１１のいずれか一項に記載の抗ＬＩＧＨＴ抗体又はその抗原結合断片。
【請求項１４】
　前記抗体または抗体断片が、ＩｇＡ、ＩｇＤ、ＩｇＥ、ＩｇＧ、ＩｇＭ、またはＩｇＹ
抗体または抗体断片であり、任意に前記抗体または抗体断片が、ＩｇＧ抗体または抗体断
片であり、さらに任意に前記抗体または抗体断片が、ＩｇＧ４抗体または抗体断片である
、請求項１１～１３のいずれか一項に記載の抗ＬＩＧＨＴ抗体又はその抗原結合断片。
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【請求項１５】
　前記抗体又はその抗原結合断片が、膜ＬＩＧＨＴのＨＶＥＭおよび／もしくはＬＴβＲ
への結合またはＬＩＧＨＴ発現細胞のＨＶＥＭおよび／もしくはＬＴβＲへの結合を阻害
する、請求項１～１４のいずれか一項に記載の抗ＬＩＧＨＴ抗体又はその抗原結合断片。
【請求項１６】
　前記抗体又はその抗原結合断片が、膜ＬＩＧＨＴのデコイ受容体３への、または膜ＬＩ
ＧＨＴを発現する細胞のデコイ受容体３への結合を部分的に阻害する、請求項１～１５の
いずれか一項に記載の抗ＬＩＧＨＴ抗体又はその抗原結合断片。
【請求項１７】
　前記抗体又はその抗原結合断片が、インビボまたはインビトロで投与される場合、ＩＬ
－８の分泌を減少させる、請求項１～１６のいずれか一項に記載の抗ＬＩＧＨＴ抗体又は
その抗原結合断片。
【請求項１８】
　請求項１～１７のいずれか一項に記載の抗ＬＩＧＨＴ抗体又はその抗原結合断片と、薬
学的に許容される賦形剤と、を含む、薬学的組成物。
【請求項１９】
　請求項１～１７のいずれかに記載の抗ＬＩＧＨＴ抗体又はその抗原結合断片あるいは請
求項１８に記載の薬学的組成物を含み、追加の治療活性剤をさらに含む、キット。
【請求項２０】
　炎症障害もしくは疾患または自己免疫障害もしくは疾患の治療または予防のための、請
求項１８に記載の薬学的組成物、または請求項１９に記載のキット。
【請求項２１】
　前記炎症または自己免疫障害または疾患が、強直性脊椎炎、アトピー性皮膚炎、セリア
ック病、炎症性腸疾患（ＩＢＤ）、クローン病、関節リウマチ、乾癬、細気管支炎、歯肉
炎、移植拒絶反応、同種移植片拒絶反応、移植片対宿主病（ＧｖＨＤ）、喘息、成人呼吸
窮迫症候群（ＡＲＤＳ）、慢性心不全、慢性閉塞性肺疾患、腎臓病、敗血症性ショック、
潰瘍性大腸炎、線維症、多発性硬化症、シェーグレン症候群、狼瘡、気道炎症、肝臓病、
肝炎、セリアック病、皮膚炎、好酸球増多症、および原発性胆汁性胆管炎からなる群から
選択される、請求項２０に記載の薬学的組成物またはキット。
【請求項２２】
　前記炎症疾患が、潰瘍性大腸炎またはクローン病である、請求項２１に記載の薬学的組
成物またはキット。
【請求項２３】
　ＬＩＧＨＴタンパク質のＨＶＥＭおよび／もしくはＬＴβＲへの結合またはＬＩＧＨＴ
発現細胞のＨＶＥＭおよび／もしくはＬＴβＲへの結合を阻害する方法であって、前記Ｌ
ＩＧＨＴタンパク質またはＬＩＧＨＴ発現細胞を、請求項１～１７のいずれか一項に記載
の抗ＬＩＧＨＴ抗体又はその抗原結合断片と接触させることを含む、方法。 
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